



























































































（Anderson, L. W.et al. (2001). A Taxonomy for Learning, Teaching, and Assessing: A Revision of Bloomʼs 









































































































出典：Glatthorn,A.A.(1999). Performance and Authentic Learning. Eye on Education, p.26.
（本表はダイアン・ハート　田中耕治監訳（2012）『パフォーマンス評価入門』ミネルヴァ書房 p.161. に掲載されている。同表を一
部改変して転載した。）
して具体化することが求められる。
本研究で探究的学習を構想する際に、筆者が着目する
のは、米国の教育学者ウィギンズ（Wiggins, G.）が提唱し
た「真正の学習」論である。「真正の学習」とは、「大人が
仕事場、市民生活、私生活の場で『試されている』、その
文脈を模写したりシミュレーションしたりする」学習の
ことであり、そこでの課題は、「リアルな文脈（あるいは
シミュレーションの文脈）において、知識やスキルを総
合して使いこなすことを求めるような課題」とされ、実
生活や学際的な課題を投影した内容構造となる。このよ
うな課題はパフォーマンス課題と呼ばれ、学習者が実際
に特定の活動を行い、それを評価者が観察し、学力が表
現されているかどうかを評価するものである。「真正の
学習」は課題を遂行した成果として期待されるパフォー
マンスとして、レポートや論文の作成ばかりでなく、創
作活動や作品、発表やプレゼンテーションなどによっ
て、学習者自身の能力を直接に示す証拠の提出が求めら
れる。そこで示されたパフォーマンス（レポート・論文・
創作活動・作品・発表・プレゼンテーション等）は学習
者の学習過程のプロセスを示す証左であると同時に、そ
れ自体が学習活動の中心であり、単元の最終的な目標を
示すものとなる。
グラッソ－ン（Glattorn, A. A.）は、「真正の学習」の
学力モデルと従来の知識獲得・知識再生型学習のそれと
を比較し、「真正の学習」の特徴を整理した（表 2「『真正
の学習』の学力モデルと従来の学力モデルの比較」を参
照）。この表の示すところは、「真正の学習」に基づく学
力モデルでは、オープンエンドで生活に根ざしたリアル
な問題が準備される必要があるということだ。また、学
習の目的は教科の中で習得した知識や概念、技能を蓄積
したり試験の場で素早く正確に再生したりすることでは
なく、それぞれの分野の専門家がそれら知識や概念、技
能を活用して探究していく過程を学習者に直接に体験さ
せたり、疑似体験させたりすることである。また、教科
の学習においては、21世紀を生きる市民に必要な資質・
能力として、グローバル意識や異文化、多文化への理解
と寛容性、環境意識などを育成していくことが必要と
なって来よう。
表 2  「真正の学習」の学力モデルと従来の学力モデルの比較
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3	 改訂版ブルーム・タキソノミー
とルーブリックを併用した評
価方法
「記憶する」や「理解する」のような比較的低次の認知
過程を評価するのであれば、多肢選択問題、正誤問題、
一問一答形式の説明問題などの客観テストでも対応可能
である。また、知識の定着や習熟の度合いを評価するの
であれば、客観テストは容易に数値化できるので有用性
が高い。しかし、思考力の育成のためには、「応用する」
や、高次の認知過程に位置付けられる「分析する」「評価
する」「創造する」のようなカテゴリーをカバーするもの
でなければならない。それらのことを評価する場合は、
知識の暗記や再生に適する客観テストでは十分にカバー
できるものではない。すでに検討したように、探究のよ
うな高次の認知過程の学習を評価する際には、改訂版ブ
ルーム・タキソノミーを用いて行うことが有効である。
改訂版ブルーム・タキソノミーを用いることで、児童・生
徒の習得すべき知識の内容と認知の方法を、知識次元と
認知過程次元の双方からそれぞれ検討して類型化し、目
標と評価を一体的に設計することができる。すなわち、
改訂版ブルーム・タキソノミーを用いたカリキュラムで
は、教科目標と評価を一体的にとらえて類型化すること
で、探究という認知過程を可視化できるという利点を有
している。
しかし、高次の認知過程の中でも、パフォーマンス課
題のような様々なタイプの知識が複雑に交錯する課題に
おいては、児童・生徒の活動や経験は多種多様である。
目標と評価を一体的に明確化、類型化するための道具
（ツール）である、改訂版ブルーム・タキソノミーは、こ
のような課題を評価するためには適さない。パフォーマ
ンス課題を評価するための方法としては、ルーブリック
（Rubric）の作成とそれに基づく質的評価が効果的であ
るとされる。本研究では、探究型の授業構成モデルの評
価方法として、探究という過程を可視化できる改訂版ブ
ルーム・タキソノミーを基本として用いることにする。
しかし、パフォーマンス課題のような質的評価が必要な
学習に対しては、これとは別に、ルーブリックを作成し
て用いることを提案する。
	 おわりに
この小論では、探究を進める上でのカリキュラムのフ
レームワークについての検討を行った。教科のカリキュ
ラムを設計する際に、アンダーソンらが開発した改訂版
ブルーム・タキソノミーを用いることで、知識次元／内
容的局面と認知過程次元／行動的局面の双方について、
それぞれ可視化することができ、探究に対応した学習計
画を立案することが容易となる。
しかし、探究という高次の認知過程の学習は「真正の
学習」と呼ばれており、知識やスキルを総合して使いこ
なすことが求められている。また、そこで期待される学
習は、実生活や学際的な課題を投影した学習内容であ
り、教科においては、地球化（グローバリゼーション）の
進展によって、多文化主義、グローバル意識、環境リテ
ラシーなどの概念に着目して、教科固有の思考力を育む
ための授業デザインを提示することが求められている。
情報が氾濫する現代社会では、教科の学習方法として
資料（特に一次資料）の解釈（＝方法知）を通じて市民的
資質を育むことが重要性を増して来た。そのため、探究
型授業のカリキュラムを設計するに際しては、改訂版ブ
ルーム・タキソノミーを用いて教育目標を児童・生徒の
習得すべき知識の内容と認知過程の方法に分けて明示
し、可視化することが求められる。また、パフォーマン
ス課題のような様々なタイプの知識が児童・生徒によっ
て選択され複雑に活用される学習も不可欠であり、そこ
では、学習過程の質的評価が求められる。その際には、
ルーブリックを用いて評価規準を可視化し、質的に評価
していくことが必要となる。探究のような高次の認知過
程の学習では、学習の個々の特性に応じて、改訂版ブ
ルーム・タキソノミーとルーブリックを適切に併用し、
探究という過程を可視化、明確化して評価していく方法
が適切であるといえよう。
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